
従業員への価値創造

当社グループは、従業員一人ひとりの成長が会社の成長につながり、ひいては、企業の持続的な
価値向上に資するとの考えの下、多様な人材の能力開発・育成に取り組みます。

中核人材の多様性確保に向けた人材育成・環境整備方針

ダイバーシティ＆インクルージョン

■ 新卒採用における女性比率

■ グローリーグループの地域別従業員構成比（2024年3月31日現在）
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当社グループは、「長期ビジョン2028」の風土・組織・人材の目指す姿として、「オープンなマインド」「期待
を超えるスピード」「グローバルカンパニー」「情熱を持ってチャレンジ」を掲げています。それらを実現する
ため、従業員の多様性、人格、個性を尊重し、うるおい、働きがいのある職場環境の実現を目指し、年齢、性
別、国籍、職務経験等にかかわらず、すべての従業員が最大限の能力を発揮できる企業風土を醸成します。

基本的な考え方 人材

当社では、事業のグローバル化に伴い、「国籍を問わず優秀な人材の採用及び管理職への登用を行う」
ことを方針に掲げ、外国籍人材も含めたグローバル人材を積極的に採用しています。コーポレート部門、海
外事業部門等において、多様なバックグラウンドを持つ外国籍の従業員が活躍しています。
日本国内では、2024年3月末時点で、中国やオーストラリアをはじめ18名の外国籍の従業員が活躍して
おり、今後も、外国籍従業員の採用を積極的に推進し、管理職への登用も進めていきます。
また、当社グループ全体では6,000名以上（約53％）が外国籍従業員であり、各現地法人は経営幹部、管
理職ともに外国籍従業員が中心となり運営されています。

▶ 外国籍従業員の採用及び管理職への登用

当社では、性別を問わず優秀な人材の採用・育成に努めており、その能力を十分に発揮できる環境整備
に取り組んでいます。女性のさらなる活躍機会の拡大に向け、「女性活躍推進法」に基づく行動計画を策
定・推進するとともに、働き方改革や両立支援など、女性の管理職登用のさらなる推進に向け、キャリア意
識醸成を目的とした異業種合同の通年参加型プログラムに、毎年、女性従業員を派遣しています。
2023年度の新卒採用者における女性比率は19.0%、女性管理職比率は2.96%（女性管理職数31名）で

した。今後も、「2026中期経営計画」の目標値（新卒採用における女性比率25%以上、女性管理職比率5%）
の達成に向け、継続的な活動を推進していきます。
また、男性育児休業取得も推進しており、2023年度の取得率は55%でした。今後は、「2026中期経営計
画」の目標値である90%の達成に向け、さらなる取得を推奨すべく、啓発活動を続けていきます。

▶ 女性活躍推進及び管理職への登用

当社では、働きがいのある職場づくりを目指し、執行役員・従業員・シニア社員を対象に、働きがい、コン
プライアンスやハラスメント、サステナビリティに関する意識の浸透度等をテーマに従業員意識調査を行っ
ています。
調査結果は各部門の管理職層にフィードバックし、主要内容は従業員に公開しています。この調査を定
期的に行い、現状把握及び過去の調査結果との比較を行うことで課題を抽出し、改善に向けた施策の立
案につなげています。また、施策の効果についても次回以降の調査で確認していきます。
2023年度は、3,547名を対象に実施し、回答率は90％で、そのうち肯定的な回答は42％でした。今後も、

「2026中期経営計画」の目標である「肯定的な回答率55％以上」の達成を目指し、従業員エンゲージメント
の向上に取り組んでいきます。

▶ 従業員エンゲージメントの向上

欧州：ヨーロッパ、ロシア、アフリカ、中東
米州：北米、中米、南米
東南アジアほか：東南アジア、インド、オーストラリア、ニュージーランド
中華圏：中国、香港
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https://www.glory.co.jp/csr/society/human_resources/


当社は、従業員の健康を良好に保つことが、企業活動における重要な経営課題と捉え、「健康経営宣言」
を制定し、従業員の健康維持に向けたさまざまな取り組みを推進しています。

健康経営の推進   労働環境 ■ 健康経営推進体制

経済産業省及び日本健康会議が策定する「健康経営優良法人認定制度」大規
模法人部門で「健康経営優良法人」に2020年より継続して認定されています。
健康経営優良法人認定制度とは、地域の健康課題に即した取り組みや日本健
康会議が進める健康増進の取り組みを基に、特に優良な健康経営を実践してい
る大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度です。

▶ 健康経営優良法人（大規模法人部門）

1. 健康経営の戦略的取り組み施策の策定
健康経営に関して、当社の抱える課題の解決に向け、「健康経営戦略マップ」を活用するとともに、経営
計画に健康経営を促進するための施策を組み込み、より積極的に推進していきます。
2. 健康経営の目標設定と積極的な施策の促進
健康経営に関して具体的な数値目標を設定し、各施策を確実に推進していくことで従業員一人ひとりの
健康意識の向上、健康の維持増進を図っていきます。
3. 健康経営に資する環境の整備
適切な労働環境・労働制度・福利厚生制度を整え活用推進することで、アブセンティーイズム（健康問題に

より欠勤している状態）とプレゼンティーイズム（出勤しているが健康問題により生産性が低下している状態）
を低減させるとともに、従業員のエンゲージメントを向上させ、活力と生産性の向上を図ります。

▶ 健康経営基本方針

■ 健康経営戦略マップ

健 康 経 営 宣 言

 2024年4月1日 グローリー株式会社 代表取締役社長　原田 明浩

当社は、従業員の健康の維持増進を経営的な視点で捉え、重要課題として
戦略的に取り組むことにより、全社の活力と生産性の向上を目指します。

健康経営責任者（社長）

委員長（総務本部長）

事務局
（総務本部 労政部）

安全衛生
委員会

健康経営推進委員会

産業医 こころの
相談室労働組合

協会
けんぽ

健康投資
健康投資施策の取組状況に関する指標

健康経営で実現したいこと

定期健診の
確実実施

健康管理システム
の導入

各種休暇取得
の促進

様々な効果に
関連する健康投資

ウォーキング大会の参加率増加

禁煙補助プログラム利用者の増加

育児・介護関連制度利用者の増加

メンタルヘルス研修参加者の増加

社員食堂ヘルシーメニューの提供日増加

健康コラム閲覧者の増加

長時間労働（残業時間）の削減GLORY workstyle*の実践

育児・介護支援の為の制度、環境構築

運動促進プログラムの定期開催

メンタルヘルス対策【予防】

禁煙補助（福利厚生施策）

生活習慣病予防の推進・健康促進情報の発信

健康な食事摂取の促進

プレゼンティーイズムの低減

従業員エンゲージメントの向上

アブセンティーイズムの低減
運動習慣のある従業員の増加

良質な睡眠を摂れている従業員の増加

喫煙者比率の減少

プライベートに費やす時間の増加

GLORY workstyleの実施者増加

メンタルヘルス対策【早期発見/治療】 ストレスチェック受検率増加

従業員等の意識変容・行動変容に関する指標 健康関連の最終的な目標指標

健康な食生活を求める従業員の増加

従業員の健康を維持増進し、
全社の活力と生産性の
向上を目指す

＊GLORY workstyleとは、組織や従業
員が業務内容や環境・状況によって、 
最適な制度や仕組みを柔軟に選択し
使いこなす働き方のこと。

健康投資効果

従業員への価値創造
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